
つながるカレッジねりま　みどり分野
コミュニティ・ガーデナーコース 講座だより

今月の花壇団体紹介　

コミュニティガーデンについて

　コミュニティガーデンは「地域
の庭」。まちかどの花壇や公園、
マンションの中庭など、場所も大
きさも形もいろいろです。仲間と
一緒に愛着をもって手入れし、作
る人や見て楽しむ人の笑顔があれ
ば、コミュニティガーデンです。

　現在活動している花壇管理団体を招いて、活動について様々なお話を伺いました。講義では「ボランティ
アの基礎知識」「無理なく活動をつづけるために」「区の花壇事業」について学びました。

【活動場所・日時】
   ・練馬高野台駅（高野台 1-3-1 地先）

   ・毎週金曜日
　練馬高野台駅の南口駅前広場
で、プランター６基を管理してい
ます。活動は、30分程度で水やり、
花がらつまみなどをします。植替
えは一度にやらずに、適宜行いま
す。来られるメンバー１・２人で
組んで活動します。水道があるの
で助かっています。

練馬・野草四季の会

日　時：令和 6年 8月 8日（木） 　9：30 ～ 12：30
会　場：光が丘区民ホール

「お⼿⼊れのコツと夏の安全管理」第5回

　ゲストに「なかむらモクレンの会」
「貫井川なごみの小道」「石庭みどり会」
「けやき公園花の会」の４つの区民協
働花壇団体を招きました。
　活動のきっかけ、団体内の約束事、
工夫していることや困っていること、
植替え時の発生材処理方法、花壇デザ
イン、地域との連携について…など、
団体ごとに様々な工夫・特色があり、
参考になるお話をたくさん聞くことが
できました。

ディスカッション「活動団体の事例紹介」

後

→

　一年草エリア・宿根草エリアの花がら摘みや切り戻し作業をしました。
　講座日の前日に雨が降ったため、灌水はしませんでした。
　※今月は実習がありませんでした。講座終了後にスタッフで作業を行いました。

今月の実習地花壇

前

講義「ボランティアの基礎知識」「無理なく活動をつづけるために」

▲ ディスカッションの様子

▲ ディスカッションの結果

　「ボランティア」とは「自然な気持ちか
ら始まる活動」という意味であり、すなわ
ち活動を始めることは、自分に責任が伴う
のだということ学びました。
　無理なく活動をつづけるために、他のメ
ンバーと考え方や想いを共有したり、その
違いを楽しんだり、変化する柔軟性を持つ
ことも一つの方法であると学びました。▲ 講義の様子


